
第１条（本規約）	

１　この利用規約（以下、本規約といいます）は特定非営利活動法人　子ども・家庭支援セ

ンターＨＵＧ　が提供する支援、およびそれらに付随する業務（以下、「本サービス」といい

ます）を利用する一切の行為に適用されます	

２　利用者は本サービスを利用するにあたり、本規約を守るものとします。	

３　利用者は本サービスを利用することにより、本規約の全ての記載内容について同意したも

のとみなされます。	

第２条（目的）	

１　本規約は、当会の定める目的を達成する為、当会と利用者がお互いに共通の認識として児

童の育成をサポートし、事件や事故の危険性を減じつつ、安全且つ健康的な関係性の促進を目

的とします。	

(定款第３条)	
親の離婚や別居家庭における児童の福祉推進に寄与することを目的とする。	

1.子ども達一人ひとりの権利を守り、子ども達の貧困や経済的困窮からの脱却を目的の
一つとする。	

2.どちらの親からも疎外されることなく面会交流を豊かにすることで、心身共に健やか
なる成長をとげ情緒的発達がなせるよう推進する。	

3.家族全体を一つのシステムと捉え、発達障がいの視点を加味しながら、一人ひとりが
より良く生きる為の援助をする。	

第３条（定義）	

１　本規約において使用する用語の意義は以下に定めるとおりとします。	

1.本サービス…当会が提供する全てのサービスをいいます	

2.利用者…会員・非会員・依頼の有無を問わず、当会のサービスを利用されている方すべてを

いいます	

3.会員…当会に入会申し込みをし、理事長の承認を受けた個人・法人・団体をいいます	

4.相談員…必要な技能を兼ね備え、理事長の承認を受けて直接支援に当たる者をいいます	

第４条（本規約の範囲）	

１　本規約は、本サービスの利用を伴う利用者と当会の一切の関係に適用するものとします。	

第５条（本規約の変更）	

１　当会は、当会の判断により、利用者の承諾なしに本規約をいつでも任意の理由で変更でき

るものとします。	

２　本サービスの利用条件は変更後の本規約に基づくものとします。	

第６条（個人情報の取扱い）	

特定非営利活動法人　子ども・家庭支援センターＨＵＧ	

利　　用　　規　　約
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１　会員や相談員には守秘義務があり、業務上知り得た情報を他に漏らしてはなりません。	

２　会員や相談員同士は知識や技能の向上をはかる為、ケース検討会など各種勉強会に参加し、

日々研鑽に努めます。個人情報を共有することを利用者から了承を得た場合は、氏名や住所

を伏せる、または仮名を使用するなどして、個人の特定ができないよう努めます。	

３　会員や相談員、または利用者間で、他の利用者の誹謗、中傷、またはそれに類する会話を

してはなりません。	

４　会員や相談員は、データや書類の管理には常に気を配り、情報漏えいがないよう努めなけ

ればなりません。	

５　当会は、次の各号に掲げる場合には、当該各号に定める範囲内において前項の守秘義務を

負わないものとします。 

(１)法律の定めに基づく強制の処分又は裁判所の命令が行われた場合、当該処分又は裁判所の

命令の定める範囲内 

(２)法令に基づく強制的な処分が行われた場合　当該処分又は命令の定める範囲内 

(３)他人の生命、身体又は財産の保護のために必要があると当法人が判断した場合。他人の生

命、身体又は財産の保護のために必要な範囲内	

第７条（資格）	

１　利用者は会の主旨を理解し賛同の上、次の条件を満たすこと	

（１）規約を読み、申込書に署名捺印をすること	

（２）第９条で定める利用料金及び交通費等の支払い義務者を決定し了承すること	

（３）父母間、またその関係者間の紛争の解決でなく、子どもの成長・発達および人格形成に

寄与するため、面会交流や養育費支払いなど、子どもの権利実行に向けて努力することを同

意すること。	

（４）相談員及び会員と都度連携を取りながら平和的に協議すること。	

（５）当会に対し、支援料の未納がないこと。	

２　面会交流支援（付き添い・連絡調整・受け渡し）の利用者は次の要件を満たすこと。	

（１）面会交流にかかる連絡調整代理業務・受け渡し業務・付き添い業務を委任すること。	

（２）支援について、父母ともに同意をしていること。	

（３）担当する相談員と事前面接（面談）を受け、平和的に協議すること。	

３、相談員は次の要件を満たすこと

（１）十分な技能と知識を兼ね備え、理事長が適正な判断に基づいて任命された者とすること。

（２）当会が主催する勉強会やケース会議等に積極的に参加し、自己研鑽に励むこと	

（３）常に子ども達の事を中心に考え、公平性を保つよう努めること	

第８条（支援の種類）	

１　相談業務…子ども及びその両親や関係者からの相談、また、広く一般からの相談や説明、

交渉などのコンサルテーションなども含みます。直接会っての面談だけでなく、電話、メー

ル、ライン、メッセンジャーなどのあらゆる媒体を使った面談、また受理面談も含みます	
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２　面会交流…子どもが非監護親、または祖父母などと充分で円滑な面会が行われるよう援助

する支援を指します。大きく分けて、次の３つに分けられます。	

1.受け渡し支援…面会交流をするにあたって、監護者の元から非監護者の元に、また終了後は

非監護者の元から監護者の元に、子どもを安全かつ円満に受け渡すサービス	

2.付き添い支援…面会交流をしている間、利用者に付き添いサービスを行う支援	

3.連絡調整支援…面会交流をする場所や時間等の連絡を代行するサービス	

第９条（支援料）	

1.　支援料及びそれに準ずる費用を別表１、交通費を別表２の通り定めます	

2.　支援料は支援終了後に現金で相談員に支払うか、後日振り込みかを選択してください。現

金で支払った利用者は必ず領収書を受け取ってください。	

3.　交通費などの複雑な計算がある場合は、費用支援終了後に費用報告書を作成し利用者に送

付します。	

受け取った利用者は、速やかに指定の銀行に振り込みにてお支払いを済ませてください。	

4.　振り込みの場合の手数料は利用者負担とします。	

5.　指定の口座は、以下の口座とします	

【ゆうちょ銀行　記号１１１４０　番号４２３０２１６１　名前　　特定非営利活動法人

子ども・家庭支援センターＨＵＧ　（トクヒ）コドモカテイシエンセンターハグ）	

他行からのお振込みの場合	

【ゆうちょ銀行　金融機関コード9900　店番号イチイチハチ（一一八）　普通預金　	

口座４２３０２１６	

第１０条（相談・面会交流事業においての約束事）	

1.　当会では、面会は子どもの権利の一つとし、養育費を報酬という考え方をとらず、子ども

の権利の一つと捉えます。	

2.　当会では非監護による進学資金の積み立てを推奨してします。	

3.　主人公は子どもです。夫婦の葛藤と面会、養育費は別だという概念をしっかり持ち、別居

や離婚に至った経緯や今に至る過程を、面会や養育費などの条件を決める交渉に持ち込ま

ないで下さい。	

4.　面会は非監護親だけでなく子どもも楽しみにしています。予定の変更やキャンセルはなる

べく避け、やむを得ず避けられない事情がある場合は、それが判明した時点で必ず担当相

談員にご連絡ください。（健康上の理由によるキャンセルの場合、医師の診断書を求める

場合があります）	

5.　精神衛生上の不安（またはその疑い）がある人は、医師または専門家に受診し、許可を得

てから本サービスを受けて下さい	

6.　『共同養育』という言葉の通り、離婚・別居した夫婦が共に子どもを育てていくという新

しい関係を築き、創り上げてください	

7.　子どもと、次の面会の予定やその他面会（行事への参加など）の話をする場合は、決して

その場で約束をせず、監護親、非監護親双方と相談してから決める事を伝えてあげて下さい。	
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8.　連絡先や住所、氏名の変更がある場合は速やかに相談員にその旨を伝えて下さい。子ども

の居場所がわからなくなったり急に連絡がとれなくなった場合は、当会が学校に問い合わせた

り、戸籍謄本や附票などの書類を取得する事に同意したものとみなします。	

９　監護親は面会時、子どもに笑顔で｢行ってらっしゃい｣｢お帰りなさい｣と、普段通り笑顔で

接してあげて下さい。また面会終了後、調査的な質問は避け、子ども達のお話に耳を傾けて聴

いてあげて下さい。	

１０　面会時の時間はお互いに守り、気持ち良く面会が行われるよう努めて下さい。特に面会

終了の時間になっても子どもの姿が確認出来ないと、監護親や相談員からの信用を失い、次の

面会交流に差し障る恐れがあります。くれぐれもご注意下さい。	

１１　親同士がお互いの存在を認め肯定することで、子ども自身の自己肯定感が高まると言わ

れています。お父さん、お母さんという存在を認め合って下さい。	

１２　面会の日を心待ちにしている子ども達の気持ちを大切にしてあげて下さい。｢あと○日だ

ね｣と一緒にカレンダーに○をつける、またシールを貼るなどの工夫をすることで、子ども達

にとっての面会に対する罪悪感がなくなります。	

１３　面会中は常に子どもから目を離さず、危機管理に努めてください。	

１４　短時間でも、車中に子どもだけを残して車から離れる行為はおやめください。	

１５　暑い日の面会は、日陰で休憩をとり水分を十分に与えるなどして、熱中症に留意してく

ださい。	

１６　面会中の急なプラン変更はやめてください。トラブルなどのやむを得ない場合は、速や

かに相談員に連絡をし、指示に従ってください。	

１７　面会中は、携帯電話などで常に連絡を取れる状態にしておいてください。	

１８　利用者と相談員は、都度連携を取りながら平和的に協議し、より良い支援活動が出来

るよう、友好な関係を築く事に努めて下さい。	

１９　面会中の飲酒、短時間の面会では禁煙をお願いします	

２０　困っていることや不安な事、またお子さんの様子など心配な事があれば、いつでも相談

員がお聴きします。一人で抱え込まず、気軽にご相談下さい。	

第１１条（禁止事項）	

１　本サービスの利用において、以下の各行為を禁止します。禁止行為を行った場合、場合に

よっては即座にサービスを中止します。	

1.子どもに惑わすような事を伝える行為。	

・お父さん（お母さん）と一緒に暮らそう。	

・お父さん（お母さん）と暮らした方が楽しいよ。	

・お父さんとお母さんはまた一緒に暮らそうと考えているんだ。	

2.両親の葛藤の中に子どもを巻き込む行為。	

①子どもに相手方やその親族の事を悪く言う行為。	

・誰のせいでこんな状況になったか知っているか。	

・今、一緒に住めないのはお母さん（お父さん）のせいだ。	
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・養育費が少なすぎる。	

・会える頻度が少ない（時間が短い）。	

②子どもを伝言板のように利用しようとする行為。	

・面会日（面会時間）を増やすように言って欲しい。	

・養育費がいつ払い込まれるか聞いてきて欲しい。	

・復縁したいと伝えて欲しい。	

・もう一度一緒に住もうと言って欲しい。	

③養育費の値上げ交渉。	

・生活が苦しいから養育費を上げて欲しい。	

・○○を買うのにお金がないって言いなさい。	

（３）子ども達の前で当会に対し否定的な事を言う行為。	

・お父さん（お母さん）となかなか会えないのは、（相談員）のせいだ。	

（４）子どもが望んでいない事を言わせる行為。	

・お父さん（お母さん）に本当は会いたくないでしょ、そう言いなさい。	

（５）虐待行為（心理的虐待を含む）。	

・大小に限らず、一切の暴力。	

・子どもの人格を否定したり無視をしたりするような言動は虐待に含みます。	

（６）非監護親自身に対し、必要以上に関心を向けさせようとする行為。	

・お父さん（お母さん）はさみしいと訴える。	

・自分だけ独りぼっちだと伝える。	

・お父さん（お母さん）がこのまま死んでもいいと思うか聞く。	

・もうお父さんなんかいなくてもいいと思っているのか、などと聞く。	

（７）相手方の生活状況を探るような行為。	

・お父さん（お母さん）に交際相手はいるのかなどと聞く。	

・どこで仕事をしているのかなどと聞く。	

（８）付き添い支援の場合、相談員の目の届く範囲以外の場所に連れていかない。	

（９）面会交流中の急なプラン変更。	

（１０）連絡が取れない場所への移動や、携帯の電源を切るなどの行為。	

（１１）監護親の同意がないままに散髪や入れ墨、ピアスなどといった身体的な変化をさせる

行為。	

（１２）相談員と連携がとれないと思われる行為。	

（１３）監護親の許可なしに５００円以上の物品を与える行為。（御祝いごとや誕生日のプレ

ゼントは例外です。都度ご相談下さい。）	

（１４）面会中に相談員に聞こえないような方法、内緒話、または相談員に理解できない言語

で会話をする行為。	

（１５）飲酒、大麻、麻薬、シンナー、危険ドラッグ、子どもの近くでの喫煙、などの行為。	

（１６）犯罪行為、犯罪に加担させる行為、またはそれに結びつく行為。	
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（１７）本サービスの提供に支障をきたす恐れのある行為、及びその他当会が不適当と判断し

た行為。	

（１８）面会を阻もうと、予定日に予定を入れるなどして、子どもが面会したくなくなるよう

に操作をする行為。	

（１９）面会の話になると不機嫌になる、無視をするなどの行為。	

第１２条　（サービスの凍結・中止）	

１　当会が子どもの福祉にならないと判断した時や連携が困難だと感じた時、援助関係が

破綻したとみなした時、本業務に支障をきたす恐れのある行為、及びその他当会が不適

当と判断した行為があった時は、当会の判断でサービスを全て凍結、または終了します。

第１３条（警報による中止）	

１　天候の悪化などで警報があった時は、状況により面会を中止、または延期にします。

相談員と速やかに連絡をとり、指示に従ってください。また面会中の天候変移には十分

に注意し、危機管理に努めて下さい。	

第１４条（不服の申し立て）	

１　本サービスに対する不服は、理事会に申し立てる事が出来ます。必要に応じ司法関係者

を交え、理事会で審議します。	

第１５条（免責事項）	

１　本サービスは、利用者の責任において利用するとし、利用者が行った違法行為に対し一切

の責任は負わないものとします。	

２　当会は、利用者が本サービスおよび本サービスを通じて他のサービスを利用することによ

り、または、利用できなかったことにより、発生した一切の損害は、いかなる責任も負わな

いものとします。また、当会に利用者が相談し、当会が回答した結果についてもいかなる責

任も負わないものとします。	

３　利用者が本サービスおよび本サービスを通じて他のサービスを利用することにより、また

は、利用できなかったことにより、他の利用者また第三者に対して、損害を与えた場合には、

利用者は自己の責任において解決し、当会には一切の迷惑を与えないものとします。	

４　本サービスは、すべて利用者の責任において遂行され、当会には一切の責任がないものと

します。	

５　当会は都合により、利用者の了承を得ずに本サービスを廃止する場合があります。	

第１６条（本サービス提供中の一時の中断および停止に関する免責）	

１　当会は、以下に該当する場合には、利用者に通知することなく、本サービスの提供を一時

中断、もしくは停止する場合があります。	

1.突発的な情報通信システムなどの故障等が発生した場合。	

2.火災、停電などにより本サービスの提供が出来なくなった場合。	

3.地震、地滑り、噴火、洪水、津波などの天災により、本サービスの提供が出来なくなった場

合。	
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4.その他の事情により、本サービスの提供が出来なくなった場合。	

２　前項の場合、当会は利用者に対し、いかなる責任も負わないものとします。	

第１７条（本サービスの終了）	

１　当会は、利用者に対し本ホームページで通知することにより、本サービスを終了できるも

のとします。	

２　前項の場合、当会は利用者に対していかなる責任も負わないものとします。	

第１８条（紛争の解決）	

１　本サービスの利用に関して問題が生じた場合は、利用者と当会が双方で誠意をもって

話し合いこれを解決するものとします。利用者と当会は、子どもの成長・発達および人格

形成に寄与するため、面会交流の実現に向けて努力します。	

２　本サービスの利用に関する紛争について、当会および利用者は長野地方裁判所を第一審の

専属的合意管轄裁判所とすることに合意します。	
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